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 茅ヶ崎ライフを満喫できる個性豊か

な商店街（商店会）を紹介します。

商店会理事長
藤巻さん
（ヘアーサロン
フジマキ）

ちがさき山の手四つ葉会

さまざまな業種のお店

が加盟しており、ポイントが

貯まる「四つ葉カード」でお

得に買い物を楽しむことが

できます。 ぜひご利用くだ

さい。

　茅ケ崎駅の北口に位置する

複数のエリアで構成される商店

会です。 商店会内の店舗で使

える四つ葉カードもおすすめ。

複数のエリアで
構成される商店会どんなところ？

おすすめやイベン
ト情報などを HP

でチェック

カットや癒やしのエステは

もちろん、 育毛メニューや髪

に優しいカラーが好評です。

お子さんから年配の方まで幅

広く支持されています。

ヘアーサロンフジマキイチオシ情報

茅ヶ崎
Vol .4 商店街さんぽ

市民の活動だより

ちがさき市民活動サポートセンター

☎（88)7546

活動日  定例会月１回、 上映会など年に数回

場所  市内の公共施設

問合 ☎（53）4448生
お

越
ごせ

　戦争や貧困・差別、 核や環境問題など

をテーマに写真展、 講演会、 上映会な

どを開催して、 幅広く市民の方たちと平

和や人権について共に考える機会をつ

くっています。

ピースカフェ　ちがさき

生越　武子　副代表

平和な未来を願う朗読会

　「９・１１米国同時多発テロ」のときに、 アフガニスタンの歴史と中村哲
てつ

医

師のことを知りました。 暴力の連鎖を止めるため、 ささやかでも行動しよ

うと、 写真展からスタートして22年目。 いのちが大切にされる社会を願っ

て活動しています。 イベントの参加者と思いを共有できた時にやりがいを

感じます。 １/20（土）には文教大学で講演会を、 ５月には３～４本の連続

上映会「シネマ ピースカフェ」を予定しています。 誰もが尊重される社会

をつくりたいと思っている方、 一度遊びに来ませんか。

未来を 「あきらめない」
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三
十
一
回

　

２
０
２
３
年
は
、
脚
本
家
・
野
田
高
梧
の
生

誕
１
３
０
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。
野
田
は
さ

ま
ざ
ま
な
映
画
作
品
の
脚
本
を
手
が
け
ま
し
た

が
、
特
に
、
10
歳
年
下
の
映
画
監
督
・
小
津
安

二
郎
と
は
、
二
人
で
旅
館
・
茅
ヶ
崎
館
に
長
期

に
わ
た
っ
て
滞
在
し
な
が
ら
、
多
く
の
名
作
を

生
み
ま
し
た
。

映
画
雑
誌
記
者
か
ら
脚
本
家
へ

　

野
田
は
、
１
８
９
３
年
11
月
19
日
に
現
在
の

北
海
道
函
館
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
野
田
の

母
が
芝
居
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
中
学
生

の
頃
か
ら
よ
く
映
画
鑑
賞
や
芝
居
見
物
を
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
仲
間
と
同
人
誌
を
作
っ
て
、

雑
誌『
文
章
世
界
』な
ど
に
投
稿
し
て
入
選
し
た

こ
と
も
き
っ
か
け
と
な
り
、
大
学
の
文
科
を
志

す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
１
９
１
３
年
に
早
稲
田

大
学
英
文
科
に
入
学
。
在
学
中
も
市
村
座
に
通

い
、
芝
居
見
物
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
映
画
雑
誌
記
者
と
な
っ
て
映
画

批
評
を
書
い
て
い
ま
し
た
が
、
安
定
し
た
収
入

を
得
る
べ
く
、
１
９
２
１
年
に
東
京
市
役
所
市

史
編
纂
室
に
入
り
ま
す
。し
か
し
そ
の
後
、松
竹

蒲
田
撮
影
所
に
い
た
知
人
の
仲
介
に
よ
り
、
当

時
の
撮
影
所
長
・
野
村
芳ほ

う

亭て
い

と
会
い
、
試
作
シ

ナ
リ
オ
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
１
９
２
４
年

に
松
竹
に
入
社
し
ま
し
た
。
入
社
後
、
新
人
監

督
の
デ
ビ
ュ
ー
作
の
脚
本
を
手
が
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
一
度
は
親
友
・
高
田
保
演
出
の『
水

の
影
』を
手
伝
う
た
め
に
松
竹
を
一
時
退
社
し

ま
す
が
、す
ぐ
に
復
帰
。１
９
３
０
年
代
初
め
に

は
、
野
田
は
脚
本
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
、

１
９
３
８
年
公
開
の
野
村
浩
将
監
督
作
品『
愛

染
か
つ
ら
』の
ヒ
ッ
ト
に
よ
り
、
野
田
の
名
前

は
世
間
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
４
６
年
に
松
竹
の
体
制
変
更
に
伴
い
退

社
し
ま
す
が
、
契
約
を
結
ん
で
脚
本
家
と
し
て

活
躍
し
続
け
ま
し
た
。
１
９
５
８
年
に
神
奈
川

文
化
賞
、
１
９
６
１
年
に
小
津
と
と
も
に
芸
術

選
奨
文
部
大
臣
賞
、
１
９
６
７
年
に
は
勲
四
等

旭
日
小
綬
章
を
受
賞
し
ま
し
た
。

小
津
安
二
郎
と
の
出
会
い

　

野
田
が
最
初
に
小
津
安
二
郎
と
仕
事
を
し

た
の
は
、
１
９
２
７
年
の
小
津
の
監
督
昇
進

一
作
目『
懺ざ

ん

悔げ

の
刃
』で
し
た
。
そ
の
後
、
サ

イ
レ
ン
ト
作
品
時
代
か
ら
長
き
に
わ
た
り
コ

ン
ビ
を
組
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
戦
後
、
小

津
と
の
連
作
、『
晩
春
』（
１
９
４
９
年
）、『
麥ば

く

秋し
ゅ
う』（
１
９
５
１
年
）、『
東
京
物
語
』（
１
９
５
３

年
）か
ら
小
津

の
遺
作『
秋
刀

魚
の
味
』（
１
９

６
２
年
）ま
で
、

全
て
の
小
津
作

品
の
脚
本
を
担

当
し
ま
し
た
。

　

野
田
は
小
津

と
製
作
を
行
う

際
、
茅
ヶ
崎
館

や
長
野
県
蓼
科
の
別
荘
に
長
期
に
わ
た
っ
て

滞
在
し
て
脚
本
を
練
り
、
二
人
は
公
私
と
も

に
親
交
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

茅
ヶ
崎
で
の
逗
留
生
活

　

戦
前
か
ら
松
竹
は
、
東
京
近
郊
の
旅
館
を

一
定
期
間
借
り
上
げ
て
監
督
・
脚
本
家
の
製

作
拠
点
と
し
て
提
供
し
て
お
り
、
茅
ヶ
崎
館

も
そ
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

　

１
９
４
７
年
頃
か
ら
、
野
田
と
小
津
は
、

茅
ヶ
崎
館
の「
二
番
」の
部
屋
に
長
期
間
滞
在

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
野
田
達

は
、
茅
ヶ
崎
館
に
こ
も
っ
て
脚
本
執
筆
を
す

る
だ
け
で
な
く
、
茅
ヶ
崎
海
岸
へ
散
歩
に
出

か
け
た
り
、
茅
ケ
崎
駅
前
ま
で
映
画
鑑
賞
に

行
っ
た
り
、
外
食
に
も
出
か
け
て
い
ま
し
た
。

特
に
よ
く
利
用
し
て
い
た
店
は
、
当
時
南
湖

に
あ
っ
た「
鮨
元
」と
、
駅
の
近
く
に
あ
っ
た

「
寿
司
丸
福
」で
、
店
名
が
野
田
と
小
津
の
日

記
に
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
の
ち
に
二
人

は
、「
小
津
安
二
郎
・
野
田
高
梧
」の
名
前
を

染
め
抜
い
た
暖の

簾れ
ん

を
、
鮨
元
に
贈
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
野
田
と
小
津
は
外
食
で
済
ま
せ

る
だ
け
で
は
な
く
、「
二
番
」の
部
屋
の
中
で

自
炊
も
し
て
お
り
、
頻
繁
に「
ト
リ
の
ス
キ

ヤ
キ
」や「
ト
ン
カ
ツ
」を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

茅
ヶ
崎
館
に
逗
留
し
て
い
た
野
田
達
の
元

に
は
多
く
の
映
画
ス
タ
ッ
フ
や
俳
優
、
家
族

な
ど
が
訪
れ
て
お
り
、
訪
れ
た
客
と
深
夜
ま

で
語
っ
て
い
た
こ
と
も
日
記
か
ら
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
に
滞
在
し
て
い
た
時
の
野
田
と
小

津
の
様
子
や
、
二
人
の
日
記
か
ら
見
る
茅
ヶ

崎
は
、
茅
ヶ
崎
ゆ
か
り
の
人
物
館
の
企
画
展

「
小
津
安
二
郎
・
野
田
高
梧
展
―
二
人
の
日

記
が
映
し
出
す
茅
ヶ
崎
―
」で
詳
し
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

【
文
化
推
進
課
市
史
編
さ
ん
担
当

☎（
81
）７
１
４
８
】

小津・野田名入り鮨元の暖簾
（個人蔵）

新湘南バイパス
新湘南バイパス

茅ヶ崎茅ヶ崎
市立病院市立病院

茅ヶ崎市立茅ヶ崎市立
室田小室田小

Ｊ
Ｒ
北
茅
ケ
崎

Ｊ
Ｒ
北
茅
ケ
崎
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